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第 5 章・第 6 章では，生体高分子などの多分散溶液系への本分光法の応、用を考察した。多分散溶液
系の場合には，単分散溶液系の場合に比べ，溶液系の分散度，平均粒子径，観測時の散乱角などの諸
条件により，相関関数から推定されるみかけの粒子径(相関関数の緩和時聞から Brown 運動している




第 7 章では能動的に運動する散乱体と受動的に Brown 運動する散乱体の混合系について，それらの
混合比などを本分光法で推定する一方法を提案した。
論文の審査結果の要旨
レーザ一光の散乱強度のゆらぎの測定によって溶液中の粒子の運動状態を調べる準弾性光散乱法は
近年種々の高分子物質や生物試料に適用されてきた。本論文はこの方法のための装置の製作とそれを
用いて運動性微生物の遊泳・膜小胞粒子の拡散などを解析した結果をのべたものである。解析は従来
深くは考えられていなかった遊泳速度の分布 粒子の大きさの分布の影響に注目して行われている。
著者の製作した光子計数相関分光装置は微弱な散乱光の強度の時間相関関数を短時間に精度よく与
え，多目的に簡便に利用できるもので，時間的変化のある生物試料に適している。著者は運動性微生
物がいろいろの型の遊泳速度分布をもっ場合について散乱光時間相関関数を理論的に求め，実験結果
から遊泳速度の平均と分布を従来より正確に推定する簡単な方法を提案し，単細胞微生物クラミドモ
ナスとその突然変異体について，本装置による測定から遊泳速度の平均と分布を求め，この方法の有
効さを実証した。次に著者は単に拡散運動をしている球状粒子が大きさの分布をもっ場合についても
理論的解析を進め バクテリア膜小胞についての実験結果と比較した。最後に能動的に遊泳する粒子
と受動的に拡散する粒子との混合系において，それらの混合比を散乱光時間相関関数から求める比較
的簡単な方法を提案している。
以上の通り，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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